
 

恵寿総合病院雑誌投稿規定 

 

1. 【投稿資格】投稿者は恵寿総合病院の職員ならびに関係者および編集委員会の認める者とする。 

2. 【投稿の種類と内容】恵寿総合病院会誌は恵寿総合病院とその関係者の研究論文を掲載する他，院

内研究会，その他の学会活動を広く記録し，年１回発行する。投稿の種類は，概ね次のとおりとす

る。(1)総説， (2)原著，(3)症例報告，(4)実践報告，(5)院内発表会の記録，その他編集委員会の

認めたもの。用語は，和文とする。 

3. 【投稿の仕方】原稿は A4，ワープロ打ち原稿を 1 部（1 行 20 字ｘ20 行，１頁 400 字）および電子媒

体原稿を編集委員会担当者に提出する。原稿は Microsoft Word で作成したデータを基本とする。論

文形式は，口語体，当用漢字，横書きとする。改行の際は冒頭 1字分を空ける。Macintosh を使用し

ている場合は，ファイル名に拡張子.doc を付けること。 その際に原稿内容が，(1)総説，(2)原著，

(3)症例報告，(4)実践報告，(5)院内発表会の記録，その他のどれに該当するかを赤字で明記する。 

4. 【執筆要項】原稿の 1 枚目には，表題 ，著者名，所属施設，キーワードを記載する。2枚目から，

要旨／本文／文献／写真・図表／写真・図表の説明とする。図・表・写真がある場合には挿入先を

指定する。和文の句読点は「，。」に統一する。数字および英字は半角，仮名，漢字，カタカナは

全角で記入する。原稿の各頁には通し番号をつける。 

(ア) 本文の記載は下記の規則に従うこと。総説の論旨の展開に制限なし。原著・実践報告では，

「はじめに」，「対象と方法」，「結果」，「考察」の順にしたがって，論旨を展開する。

症例報告では「はじめに」，「症例」，「考察」の順にしたがって，論旨を展開する。院内

発表会などの記録，その他は自由記載。論文中に，倫理的配慮について明記されていること。  

(イ) 文字数，図表等は下記の範囲内で執筆する。総説・原著：要旨 600 字，本文 8,000 字，文

献 20 件，図表 6，キーワード（3つ以内），症例報告：要旨 600 字，本文 4,000 字，文献

10 件，図表 3，キーワード（3 つ以内），実践報告：要旨 300 字，本文 3,000 字，文献 10

件，図表 3，キーワード（2つ以内），院内発表会などの記録とその他：要旨不要，本文 1,000

字，文献不要，図表 2，キーワード（2 つ以内） 

(ウ) 図，表はすべて別紙に書き，図 1， 表 1と必ず番号を記載する。図，表の挿入場所を本文

に指定する。また，タイトルを明記する。その際，表のタイトルは上に，図のタイトルは下

に入れる。 図，表，写真は原則としてモノクローム（白黒）とする。カラーの写真及び図

表を使用する場合の費用は著者負担とし，ネガを添付するか，デジタルファイルを添付する

こと。 

(エ) 引用文献は，本文中の著者名の右肩に片カッコ付で引用順に番号を付し，その番号順に文献

の部に著者名は 3名以内の場合は連記，4名以上の場合は第 4 著者以降を他（英文の場合は

et al）とする。英文は姓，名（イニシャル）の順とする。英文誌は Medline，邦文誌は医

学中央雑誌に準じた略記とする。 

① 【雑誌の場合】（著者名：論文名 雑誌名 巻：初めの頁－終わりの頁 , 発行西暦年号） 

1. Fuchizaki U, Machi T, Kaneko S: Gastrobronchial fistula. Lancet 24: 1780-1781, 

2007  

2. 佐々木省三，鎌田徹，神野正博，他： 人工肛門閉鎖創との皮膚瘻形成にて発見され

たＳ状結腸癌の１例. 日本消化器外科学会雑誌 42: 56-58, 2009  

② 【書籍の場合】（著者名：題名，書名（編者名）, 版, 発行西暦年号, 初めの頁－終わり

の頁, 出版社名, 発行地） 



1. 川村研二，深澤賢治：p53 と中心体複製制御，実験医学（田矢洋一），第 20 版，2001，

69-75，羊土社，東京 

(オ) 外国語，原語は明瞭な欧文活字体を用いる。日本化したものはカタカナを用いてもよい。略

名その他の術語などは一般的に使われているものとする。  

(カ) 数字はアラビア数字を用い，度量衡などの単位は原則として英文略称を用いる。 

例：mm cm2 mL L dL kg g mg % などを用いる。  

5. 【原稿の採否】採否審査査読者の選定は，編集委員会が行う｡掲載にあたっては原稿の一部修正を求

めることがある｡ 修正を求められた原稿はできるだけ速やかに再投稿すること｡また，投稿原稿は原

則として返却しない。編集委員会が修正を求めた原稿は，通知日から 3ヶ月以内に限って再提出を

受付ける。ただし，正当な理由がある場合はこの限りではない。論文の掲載は原則として無料，無

償とし，校正は著者が行う。 


